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試合結果報告書
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主 管/全国高等学校体育連盟バドミントン部
山口県高等学校体育連盟・山口県バドミントン協会
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昭和61年度全国高等学校総合体育大会

下関市実行委員会

下関市長 泉 田 芳
｀
わ

ツヽ

「燃えろかがやけたくましく」のスローガンのもと、華々しく開催された昭和61年度

全国高等学校総合体育大会も、数々の立派な成果を収めて終りを告げました。

本下関市においては、弓道・ ウエイトリフティング・バ ドミントンの 3種 目の競技が

行われ、全市民に強い感動を与えてくれました。

競技開催期間中は、猛暑の連続で、選手諸君にはコンディションの調整に多大な努力

を払われたことと存じますが、懸念された事故もなく、無事に大会を終了することがで

きました。

これも一重に関係各位の絶大なる御支援、御協力の賜物によるものと、心から厚く御

礼を申しあげます。

今大会での立派な記録もさることながら、われわれ下関市民は、全参加選手の真撃な

プレーを目のあたりにし、「スポーツとは何か」「若さとは何か」そして「努力とは何か」

を今更ながらに強く教えられました。

この冊子は、そうした若人らの熱戦の譜を次の世代に送り継ごうとするものでありま

す。その一字一句から、若人の燃さかる魂を読み取り聴き取っていただければ幸甚です。

終りに、もう一度、本大会に賜った各方面の御苦労に心から感謝を申しあげてごあい

さつといたします。

-1-

・一
〓
〓
〓
．



あ い さ つ

山口県高等学校体育連盟

会 長 徳  丸 泰  弘

昭和61年度全国高等学校総合体育大会は、真夏の太陽のもと、「燃えろかがやけたく

ましく」の願いをこめて、山口県を中心に中国五県で開催されました。大会期間中は天

候にも恵まれ、活気あふれる高校生らしい熱戦、あるいは数多くの好記録、好成績を残

して無事終了することができました。これもひとえに中国各県をはじめ、各会場地市町

及び関係機関ならびに各団体のご協力の賜であると、心からお礼申しあげます。

このたびの大会は、総合開会式を午前中に実施したことをはじめ、選手団にもスタン

ドから公開演技を観覧してもらって地元高校生との交流を深めるなど、いろいろ新しい

試みを取り入れさせていただきましたが、皆様方のご理解とご協力によって、その目的

を達することができましたことを嬉しく思っています。酷暑の中で勝利を目指し、ある

いは記録に挑戦しながらカー杯競技する高校生の姿は、まことに美しく、力強いもので

あり人々にさわやかな印象と深い感銘を与えました。そしてこれらの選手諸君の活躍と

供に大会を支える裏方として総合開会式や各競技の手助けをしてくれた多くの高校生の

努力を忘れることができません。

高等学校教育の一環として開催されるこの全国高等学校総合体育大会が、今年も所期

の目的を達成して成功裡に幕を閉じることができましたことは、まことに喜ばしく、関

係の皆様方のご尽力に重ねてお礼を申し上げます。

山口県高等学校体育連盟といたしましてもこの大会でご指導いただきましたことを踏

まえ、これからの高等学校教育の発展に努力する所存でございますので、今後とも変わ

らぬご指導をお願い申しあげ、ごあいさつといたします。
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競 技 成 績 一 覧 表

競 技 種 目 順位 被 表 彰 者 (校 ) 都 道 府 県

学校対抗戦

男 子

延暦寺学園比叡山高等学校 滋 賀 県

つ

ん 金沢市立工業高等学校 石 川 県

う
０

青森県立弘前工業高等学校

柏原高等学校

青 森 県

大 阪 府

学校対抗戦

女 子

千葉学園高等学校 青 森 県

０
乙 常総学院高等学校 茨 城 県

う
０

高松中央高等学校

四条畷学園高等学校

香 川 県

大 阪 府

個人対抗戦

男子複

1 中 川 敏 治・町 田 文彦 (上尾) 埼 玉 県

2 小 本 義 久 。中 村 伸 哉 (九州学院) 熊 本 県

3
伊 藤 隆 宏 。林  秀 行 (札幌第一)

輿 石  努・岩 佐 延 寿 (日 川)

北 海 道

山 梨 県

個人対抗戦

女子複

1 安 達 優 子・渡 辺 喜 美 子 (熊本中央女子) 熊 本 県

2 長 井 麻 紀 。大 村 和 代 (夙川学院) 兵 庫 県

3
道 上 彰 子・山 白麻 紀 (高松中央)

堀 尾 真 理 。松 長 美 和 (一条)

香 川 県

奈 良 県

個人対抗戦

男子単

1 町 田 文 彦 (上尾 ) 埼 玉 県

2 小 本 義 久 (九州学院) 熊 本 県

3
諏 訪 隆 博 (勝山)

山 口哲 浩 (延暦寺学園比叡山)

福 井 県

滋 賀 県

個人対抗戦

女子単

1 乳 井 智 秋 (千葉学園) 青 森 県

2 捧  匡 子 (新潟青陵) 新 潟 県

3
松 尾 和 美 (熊本信愛女学院)

道 上 彰 子 (高松中央)

熊 本 県

香 川 県

-8-



男子学校対抗組合せ表 (B丁 -49)

2

〇

1

2

0

0

比   叡   山(滋  賀)1

更 級 農 業 (長 野)2

土      佐 (高  知)3

妻    (宮   崎)4

秋田経済法科大附 (秋  田)5

常 総 学 院 (茨 城)6

広 島 国 泰 寺(広  島)7

札 幌 第 一‐(南北海道)8

不 二 越 工 業 (富  山)9

,各        西 (京  都)10

千   葉   南(千  葉)11

岡 崎 城 西 (愛 知)12

九  州  学  院(熊  本)13

作 新 学 院 (栃 木)14

伊      東 (静  岡)15

会 津 工 業 (福 島)16

-‐       条 (奈  良)17

豊   見   城 (沖  縄)18

下 関 中 央 工 業 (山  口)19

弘 前 工 業 (青 森)20

西      条(愛  媛)21

鹿 児 島 商 業 (鹿 児 島)22

瀬   戸   南 (岡  山)23

桐 生 市 立 商 業 (群  馬)24

勝       山(福  井)25

26 籾
'

27  月ll

28 新

29 徳

30  日

31 花

32 越

33 岐

34

35 出

36  ノ`

37  オ白

38 高

39 ・富

40境

41 塩

42  日

43  伊

44 考:L

45  カロ

46 ;横

47  日

48 滝

49 金

井  工

府  青

島  商

巻  農

谷

阜  工

流

雲  商

幡 大 学 附

松  商

城 県 工

港  工

田  工

本 大 学 鶴 ヶ

勢  工

古  川

浜 商 科 大

本 大 学 山

川  工

沢 市 立 工

業(lll  口)

山(人  分)

宮 (和 歌 山)

業 (徳  島)

川 (山   梨 )

業 (イ:  手)

南(埼   li)

業 (岐  阜 )

(新  潟 )

業 (島  根 )

属 (福  岡 )

原 (大  阪)

業 (香  川)

業 (官  城 )

業 (鳥  取 )

業 (佐  賀)

丘 (東   京)

業 (二  重)

浦 (長   崎)

西(兵  庫)

学 (神 奈 川)

形 (山   形)

業 (北北海道)

業 (石  川)

O⑬ ④ 0

2

② 2

④ 2

0

⑩

⑭

⑮

⑫

①

比
　
叡

山②

⑩

③
2   
⑫
2

④

⑩
0

2

2

⑩

⑮

2

0

2

⑩ 2
⑤

l④

2⑫

⑩ 2

⑩

２ 0

2

0

⑥

⑦

⑩
0

2
⑮

o④

2

2

0

2

2

⑫ l

◎⑧

2

2

2

① l

○

1
2

2④
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女子学校対抗組合せ表 (G丁 -49)

新  潟  青  陵 (新  潟)1

西      条(愛  1,2)2

宮 崎 商 業(宮 崎)3

宮  |: 見  丘(神 奈 川)4

夙  り|1 学  院 (兵  庫)5

新   1菊    陽〈山  |!)6

聖 ウ ル ス ラ学 院 (宮  城)7

常  総  学  院 (茨  城)8

諏  l:方  二  葉(長  野)9

郡  ||1 商  業 (福  島)10

吉      1,I(静  岡)11

倉   ilj  西 (鳥  取)12

八 幡 大 学 附 属 (福  岡)13

四 条 畷 学 日 (大  阪)14

花 巻 農 業 (岩 手)15

人 分 女 r(大 分)16

11 佐  女  1(高   知)17

‖ 体 桜 幸 女 r(東  京)18

札  中晃  静  修 (南北海道)19

全  沢  向  陽 (石  川)20

1!| 「場 女  子 (岡   山)21

佐  賀 女  子(佐  賀)22

岐 阜 女 子 商 業 (岐  阜)23

成 安 女 子 (京 都)24

小  lll 城  南 (栃  木)25

2

⑩

千
　
葉
　
学
　
園

26 高

27 鈴

28 茂

29鶴

30 旭

31 -‐

32 千

33 御

34 鹿

35徳

36増

37 愛

38 高

39 '松

40越

41 鶴

42 糸

43 高

44  ,日

45  前

46  1公

47  1券

48 育ヒ

49 1ヒ

1前l  ~女

峯  女

1鳴  女

川  商

葉  学

坊  商

児 島 女

島  商

穂  商

知  (,餃

谷

国  家

松  中

本 中 央 女

橋 東 商

江  商

代  農

叡

r(富  山)

r‐ (広  島)

原(千   葉)

r― (長  崎)

業(北北海道)

条(奈   良)

園(青  森)

工 (和 歌 山)

子(鹿 児 島)

業 (徳  島)

業 (山  梨)

徳 (愛  知)

森(山   [1)

阪(二  重)

南(埼  玉)

政 (山  形)

満 (沖  縄)

央(香  川)

子(熊   本)

業 (群  馬)

業 (島  根)

山(福  井)

業 (秋  田)

山(滋  賀)

0

2

2

2
④

⑪

⑫

⑩

〇

⑫

⑮
2

④ 2

2

⑩

⑫

0

④ ⑩
0 2

2

2

o⑩ 02

0

2

⑥ ⑩

2

⑮

◎

0

⑬

2
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男子個人対抗ダブルス組合せ表 (BD-98)

小本 義久
氏家 幹夫
吉村 才彦
高橋  徹
小池田 基・八手 宣彦 (石
常山 兼二。松本  周 (大
結束 雄二・堀之内 滋 (茨

本・九州学院)

城・角   田)
日・下関商業)

岡・伊東商業)

川・全沢市立工業)

阪・柏  原)
城・常総学院)

島・広島国泰寺)20

賀・塩田工業)21

島・城  東)22
葉・千 葉 南)23

田・横手工業)24

山・高岡工芸)25

熊

宮

山

静

哉

哉

利

之

仲

真

光

宏

村

竹

石

田

中

米

自

山

中川敏治・ 町田文彦
(埼 玉 上 尾 )
2

2

浩行

憲保

秀行
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孝

芳弘

禿   武・下玉利輝幸 (長 崎。大   村)
安達 亜暉・山下竜一郎 (和歌山・新   宮)

燕  )

常総学院)

境港工業)

弘前工業)

62 曽我部義之・寺尾 文彦 (山  口・下関中央工業)
大ド 明・

前武営 聡・
康郎 (群 馬・桐生市立商業)

50大谷

51 栗田

52 伊藤

53 麻生

54 大田

55  ラヽオす

誠二・岸尾

篤・足立

隆宏・林

武・松元

清志・渡辺

浩二・平山

(奈 良。一   条)
(岐 阜・岐阜工業)

(南ね髄・札幌第一)
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一宏 (山

勝)

条)
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山崎  学・河井田博昭
八木 幸治・上島 一登

本村洋二郎・石井

吉岡  努・森吉
久保寺範生・神代

熊谷 淳―・加嶋
吉田 直樹・越田

佐 本々 昇・細川
石川 英彦・近藤

藤田 哲雄・稲井
小川 裕史・栗原
日野 稔影・中村
坂中 義明・鹿谷
大西  隆・上田
内冨  進。金子

繁樹 (佐

茂樹 (徳

良明 (千
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92 田村 勝久・野中 大介 (愛
93 川田 輝夫・前久保貞見 (広

(富 山・不二越工業)
(神奈川・逗子開ω

(二 重・宇治山田)

(佐 賀

(滋 賀

(北北海道

庫。加古川西)

岡・八幡大学附属)

梨,日   川)
田・舞畷鎌断漱‖

井・福井商業)

山・瀬 戸 南)

④
70川鍋

71 森脇

72 松田

73原

74 大石

75 渡辺

76 加藤

健次

猛

仲二

‐茂

責弘

清一

78

79

80城本 夢高
81 吉峰  格
82 山本  健
83 内田昌一郎

84 中川 智史
85川瀬 健二

佐藤 光彦
植田  勉
大屋 貴司
山本 典之
福森 強志
小川 嘉洋

喜岡 康弘
高野構 健

高山富士雄

百上幸一郎

水野  崇
村岡 信広
古澤 秀基

本村 宏之

(宮 城・宮城県工業)
(大 阪・柏  原)
(東 京・聖 学 院)

(島 根・大  東)
(鹿児島・鹿児島商業)

(静 岡・伊   東)

(香 川・尽誠学園)

(岩 手・花北商業)

(長 野・長 野 南)

(山  日・下関中央工勤

(栃 本・宇都宮工業)
(熊 本・1本商科大船

⑫

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

膨

佐

強

満

川

絆
　
　
　
　
　
　
境

日

土

正

糸

日

形

知

良

縄

梨

取

本

村

藤

沢

崎

尾

鈴

中

佐

黒

山

藤

慎

潔

穂

司

由

志

嘉

隆

真

高

崎

田

島

井

日

村

山

山

池

酒

山

稲

(山

(高

(奈

(沖  |

(山

(鳥 .

(滋

(長

(東

(鹿児

(岩

(愛

(埼 玉

(島 根
(大 分
(福 島

(北北海道

(福 井

ｌ

④

明

信

志

幸

千

義

孝

宏

藤

子

田

野

加

金

江

畑

己

嘉

宏

猛

和

満

泰

77 平上
0 平野

久住

⑩

〇

⑫
'

ｌ

⑩

原

島

井

本

々

田

北

福

武

鈴

佐

金

三

一

直

実

夫

男

大

貢

　

克

和

優

本

井

石

味

々

藤

田

平

自

五

年

伊

吉

⑩

⑪

2

0

業)

山)

業)

⑮

山

業

，

農

叡

級

比

更

賀

野康弘

敷之

昭男

泰作

秀二

輝彦

慎一

俊光

光教

裕一

詢
叡
旧

佐

比

滝

上   尾)38
出雲商業)39
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足   羽)43
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I大 名電)知

島

知

崎

都

島

玉

政氏 (愛 緩・西   条)44
嘉宏 (岐 阜・岐阜工業)45
建 (神奈川・鶴   見)46
晴生 (長 崎。長 崎 南)47
武司 (兵 庫・東播工業)48
義治 (山  日・柳井工業)49
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女子個人対抗ダブルス組合せ表 (GD-98)
安達優子・ 渡辺喜美子
熊本・ 熊本中央女子

02
森

山叡

一昌

比

松本 啓子・小松崎美恵 (茨 城・常総学院)1
竹ノ薔冨美代・同山登紀子 (鹿児島・鹿 児 島)2
村田 浩子・西村裕美子 (山 日・新 南 陽)3
武藤亜希子・高野 文子 (福 島・若松女子)4
土橋 幸子。梅田 章代 (福 井・福丼I大 1喘誹)5
小松 容子・小屋松明巳 (兵 庫・夙川学院)6
中川真紀子・真木久美子 (愛 曖・西   条)7

松本 るみ・田中 明美
鬼塚 里美・江島 京子
折茂 由紀・平形多恵子
伏間 真美・谷日 正美
田中 敦子・安部 多加
宮本 陽子・渡辺 ゆみ

(t北海道・旭川商業)8
(佐 賀・佐賀女子)9
(群 馬・新島学園)10

(富 山・高岡女子)11

(島 根・松江商業)12

(静 岡・吉   原)13

平間 由紀・佐  々恵理 (青
藤中あゆみ。宮本 靖子 (徳
門前 裕子・素野かおる (石
松浦  薫・田中 美和 (滋
田辺 とし。嶋田 智子 (千
安達 優子・渡辺喜美子 (熊

上島 恵子・松田 佳子 (奈
幸美 (広 島・鈴峯女子)21

智江 (神奈川・北筆倉女脚 22

咲織 (岩 手・盛岡市立)23
裕子 (岐 阜・県立岐阜商業)24

猪野ルリ子・湯地かほる (宮 崎・宮崎商業)25

西林 昭子・紀井 晴美 (岡 山・山陽女子)26
加藤 典子・落合 みさ (山 形・鶴 岡 北)27
黒須 洋子・川村 順子 (栃 木・小山城南)28
日黒ひとみ。佐 木々美緒 (南北海道・札幌清田)29

吉田 里枝・伊藤  愛 (長 崎・鶴鳴女子)30
捧  匡子・小林美喜子 (新 潟・新潟青陵)3k

高橋 基子・金子奈保子 (宮 城・聖ウルス翡税)32
同村 麻美・本下みどり (和歌山。新   宮)33
崚崎 京美・堀井 尚美 (大 分・昭和女子)34
小林由紀美・深沢 栄子 (山 梨・増穂商業)35
関矢 育子・田上 弘子 (二 重・松   阪)36
道上 彰子・山自 麻紀 (香 川・高松中央)37

藤井 孝子・叶井 和子 (山  口。高   森)38
利川 貴子・岩田 良子 (大 阪・四条畷学園)39
杉村 美保・山田 恭子 (長 野・諏訪二葉)40
秋元美佐緒・大田 悦子 (埼 玉・上   尾)41
伊敷アユミ・山内美奈子 (沖 縄・糸   満)42
自谷 鈴子・恵木 清子 (愛 知・名古屋女り辞)43

町田 友見・森下さおり (高 知・土佐女子)44
嵯峨やよい・奥谷 晴美 (秋 田。秋 田 北)45
竹歳 文子・下山由美子 (鳥 取・倉 吉 西)46
伊木 文枝・関根 裕子 (東 京。日本大学レ丘)47
清水由美子・大槻久美子 (京 都。成安女子)48
田島 由美・田村富士美 (福 岡・入幡大学附D49

2

0

2

⑩

50 田辺 佳代・松原久美子 (山  ロ
51 石田 晶子・河村 祐子 (滋 賀
52 藤原有紀子・三原千恵子 (福 岡
53 島山富士子・照井亜希子 (岩 手
54 墨  久子・林 矢須子 (愛 知
55 今井 景子・早川美恵子 (山 梨

(京 都

(長 崎
(茨 城

(青 森

(奈 良
(愛 曖

(東 京

(長 野
(二 重
(沖 縄

八幡大学附)

花巻農業)

市都学園)

増穂商業)

成安女子)

鶴鳴女子)

常総学院)

弘南学院聖1)

一    条)

西   条)
日体桜幸女子)

◎
1

①

⑩

0

0

2

56 中山佳代子・山本かお')(高  知
。土佐女子)

57河津 里香・桜木 美和 (大 分。昭和女子)
菅原 郁子 (山 形・鶴国家政)
高木佐代子 (栃 木・真岡女子)
同 祐子 (島 根・出雲商業)

61 藤本美千代・能沢智佳子 (富 山・高岡女子)

62佐 木々千春・西谷奈身子 (南北海道・札幌静修)

63 渡辺 晴美・遠藤奈津子 (鳥 取・倉 吉 西)

○

⑭

美

美

美

奈

裕

未

場

野

郡

秋

庭

石

0 ⑬

0

0

0

森・千葉学園)14

島・徳島商菊 15

川。金沢ニホ)16

賀。滋賀女子)17

葉・茂  原)18
ホ・機本中央女子)19

良。一  条)20

2

64 田中 知子・新田 美穂
65山田 美紀・山下麻衣子
66 鬼沢 絹代・塚沢 昌子
67工藤 志子・和泉美恵子

68 堀尾 真理・松長 美和
69 加地身和子・重松里江子

70 井上  香・林  邦子
71 三石 裕美・細田 真美
72 市力1 律子・橋爪  泉
73営真 民代・新崎かおり
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2

堂

田

沢

田

石

芦

相

九

美

美

子

子

直

明

靖
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倉

村

野

足

新

中
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2⑮

④

⑫
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0

2

2
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2
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業
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柿

飯
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101 (岐 阜

(大 阪
(tt海道

(山  ロ

(福 井

(千 葉

(石 川
(鹿児島

(埼 玉

(秋 田

(静 口

(香 川

74 加藤真由美・宇佐美真紀

75 南里 高子・南里 泰子
76 植松 千加・大塚 里絵
77 田中 友子・鶴田恵美子
78慶秀 清子・宮崎千登勢
79村上 文江・行方 紀子
80 閤田 和恵・堅田美奈子
81 吉村 智子・山口 知子
82 清水由紀子・大沢 則枝
83 小林美加子・工藤  忍
84 遠藤久美子・佐野 腸子
85 稲田かおり。西川 朋枝

96 山田由美子・倉島 政子 (新
97 春川 法古。中飯 由香 (徳
98 長井 麻紀。大村 和代 (兵

861林  美希・田中 裕子 (熊 本・熊本中央女子)
87川口 妙子。中野華予子 (和歌山・御坊商工)
88 大関美和子・林  尚美 (福 島・会津女子)
89 久保 直美。古賀加寿美 (宮 崎・宮崎商業)
90森  祐子・貞ホ 順子 (神奈川。富士見丘)
91 久光 由紀・宇土千佐子 (広 島・鈴峯女子)

岐阜女子商業)

四条畷学園)

帯広大谷)

下 関 南)
敦  賀)
茂   原)
金沢向陽)

鹿児島女子)

越 谷 南)

能代農業)

富士宮東)

高松中央)

山陽女子)

奎ウルスラ学院)

桐生女子)

佐賀女子)

新潟青陵)

日 和 佐)
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⑫
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男子個人対抗シングルス組合せ表 (BS-98)
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女子個人対抗シングルス組合せ表 (GS-98)
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比叡山ペアーの攻撃力が落ちたところをつけ込ま

れ、14-11か ら逆点を許した。 2・ 3ゲームは比

叡山ペアーが終始リードを保ち逃げ切った。弘前

工業ペアーはミスが目立ったけれども良く前に踏

み込み、球に向って行き良く頑張った。

単は、同タイプのプレヤーで、両者ともに慎重

にコーナーヘの配球で揺さぶりあったが、比叡山

(山口)が攻守・スピードともに勝り、弘前工業
(本村)は付いて行けず、ミスが目立った。又、

本村はショートサープを行いペースを変えようと

したが、山口はあわてず余裕を持ち先取した。第

2ゲームは、山口の完全なペースになり攻撃も加

わり、より慎重な試合運びとなり連取した。

比叡山高校の順当勝ちであった。

出足好調の武田、大塚はスピー ドのある攻撃で

一気に5対 1と リー ドをする、その後、常にリー

ドを保ち5ポイント連取等もあり1ゲーム先取。

続く2ゲーム 4対 0と 先行した柏原であったが、

逆転のシーソーゲームとなり、サーブ、 ドライブ
等にスピードのある武田、早いタッチとストップ

の大塚が勝利を手中にする。

常山のうまい配球と、好レシーブなどで前半 6

対 0と リー ドをし、中盤広村に追い上げられたが

要所はクロッス・スマッシュ、ヘアーピンで得点

を重さね 1ゲーム先取。 2ゲームやや疲れのみえ

た常山にくいさがる広村だが最後は得意のスマッ

シュを多用し圧勝。

好サーブとスピー ドある攻撃で 1対 7と リー ド

する藤島、石田は中・後半と気をゆるめず早い動

きと攻撃パターンが随所にみられ相手を圧倒する。

2ゲーム

前半 5対 0と リー ドされたが中盤からもちなお

し、同点、逆転と思い切りのよいプレーと気迫で

柏原のつけ入るスキを与えなかった。
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15-5
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0

1 小池田
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S 山 口 2
15-8
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15-5( )

D2

37回大会のいよいよ決勝戦、 6回 目の優勝を目

指す金沢市立工と5回 目の優勝を目指す比叡山の

対決、両校は過去決勝で 2度の対戦があり、いづ

れも比叡山に勝利の女神がほほえんでいる。両校

必勝のオーダーであり、一本一本のラリーが見ご

たえがあった。

第 1ダブルス

第 1ゲーム、第 2ゲームとも金沢市立工が前半

頑張ったものの中番から後半にかけて比叡山の攻

撃がさえ、第 2ゲーム12-13と もり返 した金沢市
工も、守りに回った時にレシーブベースが浅さく、

ゲームを通して比叡山の攻を守りきれなかった。

シングルス

第 1ゲーム、球回しのよい山口がよく頑張 り10
-7か ら14-7と し、15-8と ゲームを取った。
小池田は攻め急ぎから自減が見だった。

第 2ゲーム、優勝がかかったゲームでかたくな
ったか、山口前半 6-4と されたがよく頑張 り 7
-7と し、小池田のスマッシュミスで 7-8と リ
ー ドしショー トサービスからの組立で小池田のラ

ツシグショットがコー トすれすれの好返球でエー

スをとり、 7-10と したもののヘヤピンの返球 ミ
ス等イージーミスで11-10と リー ドを許し、14-

11と したものの15-11で ゲームは小池田が握った。

ファイナールゲームは立ち上り5-1と 小池田
が好プレーで先行した、自分のサービスミスから

乱れ5-8と 山口がコートを取り5-11と リード
をのばしサービスチェンデがあったものの小池田の

攻めにミスがあり、いっきに5-14と し最後スマ

ッシ攻撃を小池田が返球できず 5-15で山口の勝
利と同時に比叡山の 3年ぶり5度 目の全国優勝が

きまった。

山口のメンタルヘルスが一枚上であった。又選

手のプレーを整然とした応援でフォリーした比叡

山の応援団に拍手を送るとともに、参加各校も比

叡山の応援マナーを手本にしてほしい。
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S
)(

0-2

松 田 0 2河 村

延暦寺学園比叡山
(滋賀)

福井県立勝山
(福井)

12-15
4-15

／

１

１

＼

０
脇

利

西

毛

野

中

小

田
２

ヽ
１
，
ノ

2-11
1-11

本

田

笹

山

田

松

石

村

0-2

Dl

D2

″130

20
ヽ
l

ノ
/

＼

S
ヽ
1

1

ノ

/
:

＼
藤 井 0 2 清 水

叶  井
難 波    _

山口県立高森
(山口)

埼玉県立越谷南
(埼玉)

辺

原

2-15
8-15

田

松

沢

條

大

西

0-11
8-11

土

井

白

岡

第 3 回 戦
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夙川学院
(兵庫)

2-1

0 遠 藤

メla34
新潟青陵
(新潟)

/11

、ヽ11

ヽ
l

:

ノ

捧   2

8-15
4-15

井

村

長

大
２

ヽ

１

，

ノ

／

ｆ

‐

・
ヽ

Ｏ
田

野

竹

片

-1
-5

/15-6ヽ
219-1511
u5-6ノ

小 林

山 田
小 松
小屋松

Dl

D2

メa38

S
/
I

l

＼

ヽ
' ヽ

ノ

富山県立高岡女子 1 _ 0
(富山)  1   `

谷 口 0 2 山 田

鶴鳴女子
(長崎)

-11
-11

田

手

士
［
　
”十万

０

ヽ

―

―

ノ

′

／
ｆ
‐
‐
＼

２
本

谷

藤

亀

11-12

6-11

10-15

11-15

／

１
‐

ヽ

、

Ｏ

甲

、
　

日
■

朝
″
　

日
Ｆ

ヒ
ヒ
　
Ｌ
ぺ

台
日
　
″
レ

下

藤

山

伊
２

ヽ

ｌ
ｌ

ノ

Dl

D2

Ｑ
）

2-0

Dl

D2

■6.39
千葉学園
(青森)

0
ヽ
‐ 1

ノ

S
( )

乳 井  2 0 芦 沢

山梨県立増穂商業
(山梨)

17-14

15-9
早 川
今 井

11-1
11-1

林

沢

小

深

中

崎

田

岩

／
１
１
＼

２
間

々

平

佐

/15-7｀、 ∩2(15-6ノ V

/2-11｀、^1112-1ll z= 
｀3-11ノ

/13-15｀、 4

'I15-511‐
1(15-12ノ

Dl

D2

″135 2

S 松 本 田 村

常総学院
(茨城)

八幡大学附属
(福岡)

塚 沢
鬼 沢

藤 原
占 部

大 後
小松崎

島

庭

田

間

Dl

D2

″136 1

02
/
′

＼

ヽ
l

:

ノ

S
/
:

＼

ヽ
l

l

ノ

禾リ リ||

ツ川

岩  田 0 2森 下

土佐女子
(高知)

15-4
15-5

山

中

本

山

9-11
4-11

南 里
北 川

。)/15-64 
、`15-2

＋
Ｕ

ロ
ロ

■
４
　
ｒ
Ｅ

藤

町
０

ヽ

１

，

／

四条畷学園 ハ
(大阪) 乙 0-2

Dl

清 水 2 道 上

D2

″140

S

埼玉県立越谷南
(埼玉)

高松中央
(香川)

'~l:｀

|12
■
~Dノ

西 川
稲 田

／

１

１

＼

０
土

井

白

岡

ヽ
ｌ
ｉ
ｌ
ノ

■

７
ｎ

一
一

一

ｌ

Ｈ

９

／
‘
‐
ｌ
＼

沢

條

大

西

白

金

山

入

″141

Dl

D2

2 0

S

林

戸 泉 2 0 田 中

田 中

熊本中央女子
(熊本)

延暦寺学園比叡山
(滋賀)

/15-2ヽ
1は 5-10ノ

/11-4ヽ
、ヽ11-1ノ

り
こ

達

辺

安

渡

田

村

石

河
０

′」ヽ 里予

松 井

β 5-12ヽ

1ヽ5-10ノ

/6-11ヽ
k、 5-11ノ

/11-15ヽ

＼9-15ノ

1-2

Dl

D2

メa37

S

0

松 王 0 2 りll オf

山陽女子
(岡山)

栃木県立小山城南
(栃木)

＾
Ｚ

林

井

西

紀

木

井

鈴

武
０

須

山

黒

仲
９
』

尾

木

平

大

-29-



準 々 決 勝

″142
新潟青陵
(新潟)
1-2 常総学園

(茨城)

竹 田
五十嵐
0
/
1

:

＼

4-15
4-15

本

沢

松

塚
２

ヽ

１

′
ノ

捧   2
/

ヽ

11-3
12-10

ヽ
l

i

ノ

0 鬼 沢

田

林

山

小

/14-17ヽ
1115-012
＼5-15ノ

小松崎

大 後

″144 電

『

1-2にが
Dl 岩藤2(|:三

:f)0:落

S 山 田 0 IY l:12 乳 井
＼Э
~■
■/

/2-15ヽ ^ 平 .間
k6-15ノ
Z 佐: ′々D2 ０

田

手

士
口
　
土
月

.ハa43 四条畷学園
(大阪)
2-1 栃木県立小山城南

(栃木)

春」 りII

三ツ川

ハ1/12-15｀、̀
¬

)′`
1は 3-15ノ
乙

/11-7＼
218-1111
ul-6ノ

A7-16ヽ
2112-1511
u5-7ノ

鈴

武

木

井

南  里 りll  オ寸

里

田

南

岩

須

山

黒

仲

″145
高松中央
(香川)
2-0 熊本中央女子

(熊本)

Dl
西 川
稲 田
n β 5-12ヽ
`ヽ 15-12ノ

2.脅:~!)
■ヽ■
~′
/

達

辺

安

渡
０

S 道  上 0 戸 泉

D2
白

金

山

入
一

一

林

田 中
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淮
―r 決  勝

2`::~11♀ )(D
Vb― もノ

/11-7ヽ
211-1111
＼12-11ノ

2-0

Dl

禾」 り||

北

岩
D2

.ハa46 常総学園
(茨城)

S 小松崎

田

四条畷学園
(大阪)

松

大

南 里
三ツ川

本

後

沢

沢

塚

鬼

/11_′ ヽ
乳 ナト 2 til-2り 0 )首: _上

Dl

D2

″147 千葉学園
(青森)

S

。 _ 1 高松中央
`   i (香 川)

/15-9ヽ
l112-1512
＼9-15ノ

西 川
稲 田

上

中

三

田

-8ヽ
-12ノ

白

金

山

入
０

／
′
‐
‐
＼

２
間

々

平

佐

第 1ダブルス

1、 2ゲームとともにボディ・アタックが功を
奏したといえよう。

ンングルス

小松崎選手のねばりとスタミナの勝利といえよ

フ。

四条畷は 2年 。1年のチームであり、来年以降
が楽しみである。

第 1ダブルス

互いに堅さがみられ、 ミスが相互にめだったが、
高松中央が 3ゲームに入ると攻撃で主導権を握り
せり勝った。

シングルス

千葉学園の乳井は、高松中央の道上の角度のあ

るドロップに手こずったが、ていねいに攻めて安

定した勝ちを収めた。

第 2ダブルス

相方とも攻めを中心としたゲーム展開で、 1ゲ
ーム、 2ゲーム共に大接戦となったが、千葉学園
が攻めきって辛勝。

全試合をふり返ると、ミスが大きなポイントに

なつており、いかにミスを少なくするかが結果に

大きく作用していると思われる。
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勝決

″;.48 常 総 学 園 ハ _の
(茨城)  υ  乙

千 葉 学 園
(青森)

Dl ０
沢

沢

塚

鬼

/7-1
:

＼11-1

間

々

平

佐
２

ヽ

ｌ
ｌ
ノ

５

　

５

S 大 後 (D`l~::)2 子L 井
＼U~11ノ

D2
松 本
小松崎

上

中

三

田

過去ベスト4に 55年 (3位 )、 58年 (準優勝)と

2回実績のある千葉学園はオーダーとて強気なも

のを組んで来た。勝てば2-0、 敗れるときは 1

-2と いうものであったが。
第 1ダブルス

第 1ダブルスの平問・佐々組は平間の強力なスマ

ッシュをいかし、 1ゲーム15-7、 2ゲーム15-
11と ストレートで塚沢・鬼沢組を下した。

ダブルスを勝ちとった千葉学園は乳井で勝負に

出た。 1ゲームロ、ゲームポイント10-5か ら10

-8ま で追い上げられたが、フォアコーナー・バ

ックコーナーヘ ドリブンクリアーで後へくぎづけ

にし、ネット前でヘアピンを決めた。

第 2ゲーム

エンドが移って、見やすい側に位置した乳井は

大後に対して、サービスオーバーを3回繰返し、

10-0と マッチポイントのとき、ショー ト・サー

ビスのミスを行ったが直ちにサープ権を取り直し

11-0で勝利を決めた。
それにしても千葉学園初優勝お目出度 う。
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男 子個 人 対抗 戦 (複 )

第 1 回 戦
1

′

“

11
峰  分

(角 田)集 魯
(|;三 : )2

=ヒ  ■+

昌 岩(下関商業)
′拓15

(会津工業)菫
 :10(棄‐ 権 )2出  思

(十勝江陵)

′a2

r8-15、 6
1ヽ2-15ノ

(金沢市立工業)(伊東)
高 橋 ^
山 田‐

小池田

八 手

ほ16

(岐阜工業) 0(:三
::)2晶  尋

(鶴  見 )
′」ヽ り||

栗 原

κ.3

(柏 原) 常 山
松 本

/15-13、
21 14-17 1
1ヽ8-13ノ

結 束
堀之内

(常総学園 )1 (東幡工業 )

′a17

(長崎南 )
坂中nf
鹿 谷
‐
ヽ

9-15

4-15
、,大 西
ノ
~上
田

″64

(山 門) 
画  套‐
2(
15-9

15-4
ヽ̂ 横 山
り
U牧 (洛 西 )

′a18

(岐阜工業)電 里0(
伊 藤

林
2 (札幌第一 )

7-15

4-15
:ヽ

ノ

′δ5

(新潟東 )
昂 110(il三 l:)21[ |き

(桐生市立商業)

′619

(別府青山)霧 尭0( )2套  塁([千葉敬愛)
2-15

3-15

′66

(富 島 )
9-15

0-15
黒 木ハr
橋 口
Vヽ
)2出 製(倉敷工業)

″20

(新 宮 )
滝 本

`燕
、

渡 辺
｀ か` ′琴壁1

山  ト

/12-
115-
ヽ8-

15ヽ

512
15ノ

′a7

(新宮商業)里 :!0`
甲  囲  ヽ )2雇 馨(作新学園)
0-15

6-15

″621

(常総学園 )
飯 自
小寡2(15-9,,‐   1ヽ5-4

)0奎 瞥(境港工業)
ノ  ■~ ユ●

メ68

(塩田工業) 裏馨(城 東)
ブド| ォl^r
石 井Uk
3-15

12-15
2
)

″622

(桐生市立商業)套
 ]:2(l:三

6、
^前 武
9り
U伊 盛与 勝 )(

″69

(千葉南)
久保寺

神 代
2

9-15
15-6
15-6(
1liK(横手工業)
ノ  
′′"   'ツ

ブ
``23

(西 条)大
浜

西 0(
ヽ

り2
9-15

9-15
大 山
成 沢 (鶴岡南)

′610

山 崎
河井田

(土 佐 ) 0 ↑ 沓(正 強)
上  島

2-15
6-15(

2
ヽ
1

:

ノ

9-15

15-18

′a24

(柏 原 ) 藤 原^r植 田
υ
k

川 鍋
大 屋 (聖学院)

ヽ

り2

′1611

(糸

0-15

6-15
輿 石
岩 佐 (日  川 )満):金 機0(

ヽ

り2
κ25

(大 東 )
森 脇Ar
山 本~ヽ

松 田
福 森
0 (鹿児島商業)

15-8

15-3 )

輪 )

″

`12
(更級農業)笙 菅Or

呂  ,覇  ヽ

′613
- 4‐  ′′

(川内商工)薪 籍Ot

16-17

9-15
っヽ井 部/古
ノ̀稲 葉

向ヽ

10-15

7-15
佐々木

細 川
ヽ
1

:

ノ
2 (盛岡市立)

′a26

(花北商業 )
高野橋

渡 辺
15-8

15-4(
2

)

加藤和

加藤千
0 (長野南)

′a27              /12_1民 、

(下関中央工業
I: :幸

l ti:|三

|:り

21: 
醤
(宇都宮工業)

(別府青山)

′a14

(出雲商業)

13-15

15-17
池 島
佐 藤

山

中

田

本寸 (
0

ヽ

12
ノ

′
`28
(逗子開成)二 岬21

日  __L ヽ

15-3

15-6
ヽ̂山 本
ノ
U水 野(宇治山田 )
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澤
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岡
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村
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中

田

野
(愛知工大名電)
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井

五
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一　

一

石
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福
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・人
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口

東

樋

伊
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一

１３

　

４

村

原

中

小
せ
‘）字
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ハ昔同

′633
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藤
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佐

ヽ
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ノ
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２

１ ５
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一

角

西

二

小
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１
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膠

Ｇ
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ヽ`′ト

瓢
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村

石

吉

自

ヽ
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′
ノ
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本
村
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″635
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島

藤
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佐
ｎ
ｖ

一
　

一

崎

木

山

鈴
尾
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一

″

＜
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本

常

松
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一

ｎ
ｖ
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手

池小

八
業工立市沢

３６
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藤

一
　

一

‐０
　
１

口

崎
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山
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山
本

瀬

荒
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一

／′‐‐‐ヽ
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成
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′537
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９
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，
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井

藤

稲
条

４９
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κ
　
＜
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岡
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一
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Ｈ
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崎

下

芝
業工立市生
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ｒ
、

工業(柳井
冨

子

内

金
つ
ι
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一

７
　
■

西

田

大

上
業東幡工

″650

(倉敷工業)
川

枝

小

四
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一

黒

村
小
本

陽桜樽′
―

一

′639

(札幌第一)
藤

林

伊
，

一

ヽ
１
‐
‥
―
ノ

ー５

４

１５

一　
一

一

６

１５

３

／
１
１

１
１
ヽ

′  々、  大 谷 .~ヽ 宋り 岸 尾
:

″,51

工業)(伊勢
田

村

森

中
一　

一

藤
賀

斉
佐作新学院 )

′δ40

(徳島商業
村

山

本

平
ｎ
ｖ

一
　

一

田

辺

太

渡
千葉敬愛

″652

東城
Ｍ円一
士
ロ

士
口　木林

‐ ６

　

９

一　

一

面

堂

河

本広島国泰寺

′a41

燕
¨

本

辺

滝

渡
一　

一

／
‘
‐
―
ヽ

ｎ

ｖチ

■

禿

玉下
■
コ

３
　

・人

昴

↑

岡工芸 )一局
田

田

士
口
縮
“

一　

一

／

′

‐

‐

ヽ

ノライヽ1=

(千葉南) 傘
1本

戻

″

`42
工業)前弘

町

泉

由

和

一　
一　
一

１５
１１
４

島

林

飯

小
(常総学院 )

′δ54

本

島

八

上

‐５

‐ ３

５

一　
一　
一

０

‐ ５

‐ ５

田
崎

今
柴
形山学大本

４３

　

日

″
　
＜ ム

虫正
下

井

大

武
一　
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４

一　
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′

`87
(札幌第一 ) (弘前工業)

伊 藤
2`::三∴)1冑 T
(15-4ノ  不日 泉林

′δβ9
コ区

(字都宮工業)差 ),城 木
ノ
~高
山
(不二越工業)雷0(

7-15

12-15

受:1愛 2(l:三 T)0奨 習(聖学院 )
κ88

(金沢市立工業)

κ90

平 井
北 原(加古川西) 0

1-15

3-15(
2
)

中 川
町 田 (上 尾)

男 子 複 準 々 決 勝
′
`91

(九州学院 )
小 本 n

中 村 `
r15-6
1ヽ5-6 )0種 奮(作新学院)

15-7

15-9
ヽ^武 田

り
U大 塚(金沢市立工業)

`ο

93

伊 藤

林
(札幌第一) 2

(

曇i量 2(|::[:∫ )0基|1果 (上 尾)
′妬92

(日  川 )

″,94

(不二越工業)
城 木 Ar
高山Uk
8-15

10-15
中 川
町 田 (上 尾 )
2
)

男 子 複 準  決  勝
′柘95

(九州学院)舗 2(l:II:)0馨
~渥
(日 川 )

7-15

2-15
伊 藤 ^r
■■  U l
4↑   ヽ

κ96

(札幌第一 )
)2壽

′

田
(上 尾 )

九州学院ペアーは、 ドライブとプッシュが正確で
各ゲームの出足を、 5-0・ 3-0と リードし、自
分達のペースで試合を運び、常に優位に立っていた

のが、第一の勝因ではなかっただろうか。

日川ペアーは、各ゲーム共に中盤より攻撃のリズ

ムに乗ったが、要所でサーブ・ ミスをし、今一歩及

ばなかった。特に、第 2ゲームは 1度でもリー ドを

することができていれば、流れは変っていたかもし

れなかった。

中川・町田組は好サープとスピーディーな攻撃でた

ちまち9対 0と リードする。中盤相手の焦りから得

点を重さね12対 1と 大きく水をあける。 7点まで追

い上げた伊藤、林だが、スピードコースについてい

けず、本来の力が発揮できないまま終了。

2ゲーム、町田の強烈なスマッシュ、中川のサー

ビスエース等で 5対 0。 スマッシュにカットと多彩

な攻撃で相手をほんろうする町田、中川は中盤 6ポ

イント連取し10対 2、 後半には余裕あるプレーで相

手を問題にせず一方的な試合内容の貫録勝ち。

男 子 複 こL
′|八 勝

′a97

(九州学院 )
′卜 水 /
串寿Ok
7-15

11-15
、,中 川

`トノ`田I 田
エ` 尾 )

第 1ゲーム、 1ポ イント先行された上尾は最初の

サービス権でタッチの早いドライブ主体のプレーで

5ポ イント連取主導権を握り、中盤こう着状態があ

ったもののミスの多い中村に球を集め小本の動きを

おさえ15-7で先取。
第 2ゲーム、立ち上り2ポ イント先行した上尾も

2度 目のサービス移動で九学の小本の前での早い動
きで、 5ポ イントを連取、勢に乗るかに見えたが、

中盤 6度 に渡るサービス移動でも 1ポイント上尾が

あげるのみで激しい攻防戦が続いた。上尾のタッチ

の早い ドライブを九学よくしのぎ8ポ イントまでリ

ー ド、 3-8か ら上尾は 1ゲーム同様球をあげず中
村に球を集め、一挙に12-8と リー ドそのまま逃げ
きるかと思われたが、九学必死の攻撃で12-11と 迫

ったものの 3ポ イントを連取 しゲームを握った。
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パワーの町田と、ヘッドの諏訪の対戦。

つき刺さるスマッシュ、気迫あふれるプレーで 9

対 2と リー ドの町田は、要所に得意のジャンプスマ

ッシュをフォアーに決め12対 7。 くいさがる諏訪も
ヘアピンプツンュで応戦するが凡ミスが続き、自滅

する。

2ゲームロ、力強い球回しと諏訪の凡 ミスが続き
6対 1と リー ドする町田。 6対 4か ら6回 のサーブ

権移行があり抜け出したのは町田。左右に大きく攻

める町田は諏訪のカットミス、甘い返球に余裕ある

プレーで最後は得意のジャンプスマッシュをフォア

に決め圧勝。町田の、勝ち方を熟知したプレーが印

象に残った。

お互いに全コー トを使 う配球で、粘り強い好試合

であった。

小本は、常にシャトルのところに走り込み各スト

ローク、また、コントロールともに安定し、スピー

ドも全く衰えなかった。

一方、山口はネット際での返球がやや乱れ、 ミス
が続いたのが惜 しまれた。また、長身からのスマッ

シュ・ ドロップで揺さぶったが、小本の守備に阻ま

れた。

男 子 単 ■ 1,

″ヽ 勝

′a97
/

(上  尾)町 田2t 15-3
15-0 )04' 4 (iL,l,l+Fi)

決勝戦としては近年ない、ワンサイドゲームで終
わった。

第 1ゲーム早々、小本はサービスフォルトを2本
たて続けにとられ、精神的に動揺 したのか以後 ショ
ットサービスで立ち直ろうとしたが思 うにまかせなか

ったようだ。ラリー内容は町田に強打させないよう
にバックサイド奥深 くクリヤーを送り、チャンスを

一

“

―

見て小本は打って出たが、その球がラインを割った

リネットするなど攻め急 ぎで自滅をした。

第 2ゲームで小本はサービス権を5度 しか得るこ
とができず、町田に思うがままゲームをさせてしま

った。連戦で足の疲労もあったであろうが今少しメ

ンタルスタミナがほしかった。小本・町田は持ちまえの

高い打点の強打を武器によく戦い、 2冠王に輝いた。
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(

11-3

11- 1 )
0土 屋 (大田女子)

″52

(能代農業)工 藤 2
(

11-8

11-5 )
0田 辺 (高  森)

(

9-11

4-11 )

″ 0

(成安女子)田 中 0 2松 本 (常総学院 )

t41

(夙川学院)大 村 0
([I‖ )2松
尾
(委暫露)

.653

(鈴峯女子)久 光 2
(

11-3
11-12
11-6 )
1霜 田 (佐賀女子)

伍42

(土佐女子)田r 田0
/ 1 _11ヽ

t;_i:り
2西  林(山陽女子)

1_54

(真岡女子)庭 野 0
r
:

ヽ

2-11

9-12 )
2平 間 (千葉学園)

(

11-5

11-2す
`,43
(新 南 陽)村 田 2 0宇佐美

)

岐阜
女子商業

西士
［
倉歳竹

Ｈ

５

２

一　
一　
一

８

１ｌ

Ｈ

(常総学院)小松崎 2
`ο

55

′

“

44

(小山城南)り |1 村 0
(

3-11

8-11 )
2谷  口 (高岡女子 )

∫・56

(松
(

0-11

0-11

ヽ
l

I

プ

阪)関 矢 0 2山 田 (鶴鳴女子)

/

t

2-11
11-6
5-11 )

′645

(西  条)真 木 1 2早 り||(増 穂商業)
″ 57

(尾 山 台)中 田 2
(

11-2
7-11
11-10 )
1長  井 (夙川学院 )

(1脂

暦
:i学日)'可
 オすo(:三::|)2乳  井 (千葉学園)

′′46

9-11

9-11 )

,″ 58

′
:

l

ヽ

(越 谷 南)清 水 0 2道 上 (高松中央)
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′ ,_11ヽ

(札幌静修)佐々本0(10_i:り 2斎 藤 (盛岡第二)

け59

“

63

(茂 riil) +f l: o (
ヽ

り2亀 谷(高岡女子)
3-11

4-11

″60
/1,_10ヽ

(富士見丘)貞 本 2 til_丁
サ
0森 下 (土佐女子 )

11-4

11-1

″64

(嬰管露)西 沢2
ヽ

り0紀  井(山陽女子)(

′:ο 61

(一

/11-10ヽ
条)L 島 21   10今

1ヽ1-3ノ
井 (増穂商業)

11-6
1-11
5-11(

′J65

(吉  原)渡 辺 1 2井 L('晟纂女子)
)

″62

(昭和女子)磯 崎 2
8-11
11-3
11-2

/

t

ヽ

す1加 藤(崚量商業)
ほ66

(糸 iffi) l i/,!0 (
ヽ

り2 捧 (新潟青陵)
2-11

3-11

女 子 単 第 3 回 戦
′667

(八幡大附属)田  オ寸2
5-11
11-4
11-8(

ヽ
1

り1産i 
」丑(四条畷学園) 11-0

11-0

ヽ

り0工 藤(能代農業)
ん75

(四条畷学園)利  り|12
(

柘́68

(茂
11-4

11-3

/

原)行 方2t
ヽ

り0小 林(能代農業)
4-11

3-11

″76
/

(鈴峯女子)久 光Ot
ヽ

り2平 間(千葉学園)

′柘69
/

(愛知淑徳)稲 熊2t )o u * (Hrh:+Fi)
11-5

11-9

2-11
11-0
8-11

|′ 77

(常総学院)小松崎 1
ヽ

り
2山 田(鶴鳴女子)

(

(

′670

(委奄ξ露)松 尾2
ヽ

り0西 林(山陽女子)
11-1

11-6

2-11

7-11

′

“

78

(尾 山 台)中 田0
ヽ

り2道  11(高松中央)(

″71
7-11

6-11
(*,i I+i IjH) +f ,u o I

\
ヽ

り2谷 口(高岡女子) 本 (富士見丘)

傷79・              /11_1,ヽ

(盛岡第二)斎: 藤 Otサ _iiり 2貞

′572
0-11

3-11

/

(増穂商業)早 川Ot
ヽ

り2乳 井(千葉学園)
11-6

11- 1

″δ80
/

(一  条)上 島2t
ヽ

り0磯 崎(昭和女子)

ほ73

(高松中央)山 白2 1小田桐 (札幌静修 )
(

11-0
7-11
11-2

ヽ
l

|

|

ノ

4-11
11-7
11-6

′″81
/

(高岡女子)亀 谷2t
ヽ

す1西 沢幡ず震)
174

(鶴鳴女子)山 下 0
/
I

I

ヽ

5-11

6-11

ヽ
1

:

ノ
2秋 元 (」1  尾) (新潟青陵 )

lF82

(繍筆女子)井 上0(11:)2捧

女 子 単 第 4回 戦
″83

(八幡大附属)田  オ12
ヽ

り0行 方(茂  原)
11-8

11-6(

4-11

7-11

″σ85
/

(高岡女子)谷 口Ot
ヽ

り2乳 井(千葉学園)

|「 84

(愛知淑徳)稲 熊 0(:三 1)2松
尾
(季堪渠霞 )

1秋 元 (上  尾 )
8-11
11-8
11-2

"a86
(高松中央)山  F12

r

t )
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′,87                      /・´                          ′

(四条畷学園)利 川 2t
ヽ

り1平 間(千葉学園)
11-12
12-10
11-6

ヽ

り2上 島(一  条)
ソfa89

(富士見丘)貞 本 0
4-11

0-11(

“

88

(鶴鳴女子)山 田Ot
ヽ

り2道 上(高松中央)
8-11

5-11

′
`90
(高岡女子)亀 谷Ot

ヽ

り2 捧 (新潟青陵)
0-11

3-11

女 子 単 準 々 決 勝
`ο

91

(八幡大附属)田  オ寸0
(1三 ||)2松

尾
(]i愕露 )

.た 93

(四条畷学園)利  り|11
r

t

ヽ

り
2道 上(高松中央)

12-10
10-12
4-11

″592

(千葉学園)乳 井 2
11-2

11-6

ヽ

り0山 白(高松中央)(

/

条)上 島 0(
ヽ

り2 捧 (新潟青陵)
′694

(一

0-11

3-11

女 子 単 準  決  勝
3-11
11-7
5-11

κ95

(靖筏)松 尾1
ヽ
1

り2乳 井(千葉学園)(
(

′
`ο

96

(高松中央)道 上 0
ヽ

り2 捧 (新潟青陵)
4-11

8-11

●第 1ゲーム

松尾選手の自滅による、時にスマッシュの ミス、

フォアサイドをうまくつかれていた。

●第 2ゲーム

乳井選手のゆさぶりを防いでゲームをものにした。

●第 3ゲーム

乳井選手の ドロップ、そしてゲームの組み立て、

読みの早さが勝利をものにしたといえよう。

立ちあがり、道上の動きに今ひとつスピードがな

く、捧の早い動きに対しミスを重ね、一方的に終わ

った。
2ゲームに入ると道上の高さを利しての角度ある
スマッシュ、 ドロップが決まり中半までは互角に試
合を進めたが、相手の動きを冷静に見てミスをさそ

った捧の試合運びにうまさがあり、ストレートで道

上を敗り、決勝に勝ち進んだ。

女 子 単 キ
（

ヽ

，ヽ
′
“ 勝

/父 _11ヽ
l 
υ   エ エ

 l

(千葉学園)乳 井2til三
:り

1 捧  (新潟青陵)″,97

ファイナルゲームは、捧が元気をとり戻し、熱の

入ったラリーを展開、息詰まる攻撃で場内をわかし

た。 6-3で捧がリー ドし折り返したがエンドが変
わると乳井が反撃 8-8と並んだ。
最後は長いラリーのあと乳井がフォアヘのアタッ

クが見事にきまり3点 をとり長い戦いは終わった。

(所要50分 )

第 1ゲーム、乳井のスマッシュミスに乗じて捧のド

リブン、 ドロップの組み合わせがよく一方的なゲー
ムに見えたが後半、乳井が反撃 8-10ま で迫ったが

捧が逃げ勝った。

第 2ゲームは逆に、乳井がドリブン、スマッシュ

を効果的に決め一方的な展開となった。特に、疲れ

の出た捧をドロップで
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昭和61年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技

高松 宮・高松 宮妃賜杯

第37回全国高等学校バドミントン選手権大会

//フ
Jト‐T グ

学 校 対 抗 戦 個 人 対 抗 戦 (複) 個 人 対 抗 戦 (単 )

男

子

延暦寺学園比叡山高等学校

(滋賀)

中 川 敏 治・町 田 文 彦

(埼玉 。上尾)

町 田 文 彦

(埼玉・上尾 )

金沢市立工業高等学校

(石川)

小 本 義 久 。中 村 伸 哉

(熊本 。九州学院)

小 本 義 久

(熊本 。九州学院)

青森県立弘前工業高等学校

(青森)

伊 藤 隆 宏 。林

(北北海道・札幌第一)

秀  行 諏 訪 隆 博

(福井 。勝山)

柏 原 高 等 学 校

(大阪)

輿 石  努・岩 佐 延 寿
(山梨 。日川)

山 口 哲 浩

(滋賀・延暦寺学園比叡山)

九 州 学 院 高 等 学 校

(熊本)

城 木 夢 高・高 山 富士雄
(富山・不二越工業)

畑 野 宏 幸

(熊本・熊本商科大学附属)

香川県立高松商業高等学校

(香川)

斎 藤 佳 晴 。佐 賀 史 昭

(栃木 。作新学院)

大 堀   均
(栃木 。今市)

奈良市立一条高等学校

(奈良)

武 田  修 。大 塚 高 康
(石川・金沢市立工業)

井 部 信 宏

(東京・高輪)

山梨県立 日川高等学校

(山梨)

山 崎  慎・鈴 木 秀 二
(埼玉・上尾 )

中 月1 敏 治
(埼玉 。上尾 )

女

子

千 葉 学 園 高 等 学 校

(青森)

安 達 優 子 。渡 辺 喜美子
(熊本・熊本中央女子)

乳 井 智 秋

(青森・千葉学園)

常 総 学 院 高 等 学 校

(茨城 )

長 井 麻 紀 。大 村 和 代

(兵庫・夙川学院)

捧   匡 子
(新潟 。新潟青陵 )

高 松 中 央 高 等 学 校

(香川)

道 上 彰 子・山 自 麻 紀

(香川 。高松中央)

松 尾 和 美

(熊本・熊本信愛女学院)

四条畷 学園高等学校

(大阪)

堀 尾 真 理・松 長 美 和

(奈良 。一条)

道 上 彰 子

(香川・高松中央)

鶴 鳴 女 子 高 等 学 校

(長崎 )

松 本 啓 子・小松崎 美 恵
(茨城・常総学院)

山 白 麻 紀
(香川・高松中央 )

新 潟 青 陵 高 等 学 校

(新潟)

稲 田
(香川

かおり。西 りlI 朋 枝
高松中央)

上 島
(奈良

恵 子

一条)

熊本中央女子高等学校

(熊本)

利 川 貴 子・岩 田 良 子

(大阪 。四条畷学園)

田 村 冨士美
(福岡・八幡大学附属)

栃木県立小山城南高等学校

(栃木)

今 井 景 子・早 り|1 美恵子
(山梨・増穂商業)

利 り:1 貴 子
(大阪 。四条畷学園)
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61全国高校総体を顧みて

昭和61年度全国高等学校体育大会バドミントン競技・高松宮・高松宮妃杯 0第37回全

国高等学校バドミントン競技大会が、 8月 1日 開会式に続き5日間の熱戦が展開され、

8月 6日無事に閉会式を終えることができました。

これも「燃えろ。かがやけ・たくましく」のスローガンのもとに、下関市実行委員会

をはじめ、関係諸団体、大会役員、その他地元高校生、一丸となっての準備運営に献身

的な努力とご協力の賜と感謝いたしております。

又、全国各地より参加された 1千有余名の監督、選手の皆さんの溌刺とした遅しいプ

レー、勝敗を越えた青春のエネルギーの燃焼が、本大会を一段と盛り上げ、更に地元役

員・高校生たちの連日の酷暑の中、円滑な競技運営等、ご協力に心から御礼申し上げま

す。

今、大会を終え、山口県バドミントン界の力の結集は誠に素晴しいものと心強く感じ

ると共に、これを契機に将来に向かって更に一段と飛躍できることを確信いたしました。

最後に来年度、北海道で開催されます「 620イ ンターハイ」の成功をお祈り申し上げ、

全国高体連バドミントン部の益々の発展と、関係者各位のご健康、ご繁栄を祈念しつつ

御礼の言葉といたします。

昭和61年 9月 吉日

山口県高等学校体育連盟

バドミントン部専門委員長

安 藤 輝 夫
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